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紺屋商事株式会社

7 月よりレジ袋有料化
CO2 排出削減　植物由来レジ袋　製造発売開始 

静岡県富士市伝法 3199

紺屋商事株式会社 ( 本社 : 静岡県富士市伝法 3199 代表取締役  山本久也）は 2020 年 6月から、
サトウキビを由来とするバイオマス原料を 25％配合したレジ袋を発売開始した。
バイオマス原料を 25％以上配合したレジ袋は 7月のレジ袋有料化の対象外だが、環境にやさ
しいレジ袋を発売することでＣＯ２を削減し、地球温暖化に寄与する。

【本製品が誕生するまで】
自治体のゴミ袋にバイオマス原料を配合し製造に成功していたアルフォーインターナショナル
株式会社とポリエチレン製のレジ袋に疑問を抱いていた当社が、昨年１０月より共同開発した
商品です。

【商品概要】
商品名 : バイオマス原料 25％配合 レジ袋
全 5サイズ (No8,12,20,30,45)
価格：オープン価格
発売日：令和 2年 6月 1日
販売店：静岡県内小売店

【商品特徴】
・ＣＯ２が削減でき地球温暖化に寄与する
・サトウキビ由来のバイオマス原料配合
・７月からのレジ有料配布対象外

【会社概要】
会社名：紺屋商事株式会社
代表者：代表取締役社長　山本久也
所在地：静岡県富士市伝法 3199
ＴＥＬ：0545-55-5658　ＦＡＸ：0545-55-5660
E-Mail： ishii@konyacorp.com 本件に関するお問合せ　石井までお願い致します。

【今後の方向性】
本年を脱プラスチック元年として当社はレジ袋だけではなく
様々なプラスチック商品を環境に負荷の少ない素材に
置き換えた商材を開発リリース予定です。

【用途】
普段何気なくもらっているレジ袋を環境対策品にすることで、
環境対策に興味を持っていただき、皆様のライフ
スタイルを見直すきっかけとすることを目的としています。


